"Son of God" on Theory of Tsunashima Ryosen by 田畑 真美
綱島梁川における「神の子」の自覚について
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ざるべからず。戦つて後にこそ善あれ、在るがま>に善なるにあらざる也。故に日く、神と偕
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以上の或るものを獲来たる也。」（「悲哀の秘義」『梁川全集』第 5巻所収、傍点、傍丸点は梁川。
下線は論者。）「人の性の偉大はこの世界大の悲哀に触るヽにあり。吾等が神に対して打瀧ぐ祈り
の涙、世にこれほど深奥なる時と賓在とを一にしたる高調の涙あるべしや、吾等はこの涙の中に
神と相見るなり。吾等はこの涙によりて、自衿自大の小我見を解脱することを得るなり。」（「悲
哀の高調」前掲書所収。下線は論者）
この二つの引用からも明らかなように、梁川は、無限なる神への要求がもたらす「悲哀」の事
態において、人間は神と通じると考える。「悲哀はそのもの既に一恩寵なり、神人感應の一證果
なり。」（「悲哀の秘義」）というのはその謂である。悲哀とは、自らと神との懸隔に対する絶望や、
神との感応の挫折を導くものではなく、むしろ逆に、神と人間存在との感応の証として、菫要な
意味を帯びてくるものなのである。上記のように梁川が考えるのは、無限の向J:.を目指す人間存
在の営為そのものに価値を置くからであるが、これと同様の筋で、槃川は「煩悶」の意義をも積
極的に捉えようとする。梁川は、ありとあらゆる存在は皆、各々の仕方で「煩悶」すると述べた
上で、その「煩悶」を「万有之向上形式」（「人に典へて煩悶の意義を説く」前掲書所収）と定義
づける。換言すればそれは、「本然の我」「自己以上の自己」（同）を求める営みであり、人間に
あっては「神を産む」（詞）即ち神という完全なる存在を求める営みであった。梁川は何ら向上
を目指さぬ、したがって何ら悲哀も煩悶をももたらさぬ平安の生活に価値を見出さない。「煩悶」
は、人間存在を向上させ、その生を充実させる故に、人生に重要な意味を与える必要不可欠な契
機なのである。
18) 「謂ふところ禅家の悟も、一面猛烈なる向上の功夫を離れてはあらずとぞ聞く」（「方丈録 悟道
の意義」）というように、梁川ば悟りを静的にではなく動的に捉える。梁川においては、悟りと
迷いは対立するものではない。「悟りの中に迷を観じ、迷の中に悟を観じ」（同）つつ、無窮向上」
（同）を目指す。これが梁川の言わんとする真の宗教的態度なのである。
19)梁川において、神は明確に捉えられるものというよりも、注 17にあるように、「ほのかに打見
し」（「悲哀の秘義」）その面影を辿るものであった。「神は神秘也、人生は薄明也、悟は朧ろ也。
而してこれ何ぞ傷まむ。ーたび神に触れたる心證の内容は、我｛齊が不盪の法悦及び活動の源とし
て枯る,,.ことあるまじければ也。」（「方丈録 悟道の意義」）というように、神も、つかむべき真
理も、人生そのものも朧ろで不確かなものであると梁川は述べる。しかし、その不確かさは、神
や真理や人生の価値を無みにするものではない。朧ろげでありながらも、神に触れた（「見神」体
験を指すと言ってよかろう）ということそのものは、人間存在の活力として働く。人間は、この
朧ろげな神との絆を再確認しつつ、無窮に活動し続けることが出来るのである。
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